
第33回 花粉症対策の目薬（2021年12月6日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

クイズの解説

Ⅱ＜ 正解 点眼回数の多い目薬＞

花粉性の結膜炎による目のかゆみや充血、異物感、涙が出るなどの症状は、目薬(点眼液)を使用することで改善することが多いで
すが、子どもに目薬を使用する場合は大人と同じ目薬を使用するのではなく、子どもに合った目薬を使用することが大切です。

【ポイント➀：目にしみない目薬】 ※市販の目薬には液性の表示がありませんので、薬剤師に相談して、確認しましょう。
花粉性の結膜炎にはアレルギー用点眼薬を使用しますが、このような目薬には酸性、中性、アルカリ性の種類のものがあります。その
中でも酸性の目薬は目にしみやすいので、子どもは嫌がります。嫌がりながら目薬を無理に使うと、目薬を怖いものと感じ、泣いてしまっ
たり、抵抗したりするようになってしまいます。そうなると目薬を確実に目に入れることができなくなり、また、泣いてしまうことで涙と一緒に
目薬が流れ出てしまうことがあります。子どもに目薬を使用する場合は目にしみない中性のものを選んであげるとよいでしょう。

【ポイント②：点眼回数の少ない目薬】
目薬によって点眼の回数が異なり、1日4回のものや1日2回ですむものがあります。子どもが保育園や幼稚園、学校などに行っている
間は点眼ができない場合がありますので、1日2回ですむ目薬にするなど、点眼回数の少ない目薬を選んであげるとよいでしょう。

【ポイント③：防腐剤が入っていない目薬】
薬局で売られている市販の目薬をはじめ、一般的に目薬には防腐剤が入っているものが多くありますが、子どもの目の粘膜は大人と
比べると弱いので、防腐剤が入っていない目薬を選ぶとよいでしょう。防腐剤としてはベンザルコニウム塩化物などがあります。

必要に応じて医師や薬剤師などに相談をし、子どもに合った目薬を使用してあげたいですね。

目薬の使用方法

① 最初に、手をきれいに洗いましょう。

② 点眼する前に確認しましょう。
・品名 ・自分のものか ・使用期限 ・浮遊物、変色

③ 2 種類以上の目薬を使用する場合は、5 分以上の間隔
を空けて点眼しましょう。

④ 点眼方法
1）下まぶたを指で下にひき、上を見るように顔を傾けます。

もう片方の手で目薬をもち、これを目の上にもってきて、
目にふれないように点眼します。
なお、１日の点眼回数及び１回あたりの滴数は、各製
品の用法・用量にしたがってください。

2）点眼した後は、しばらく目を閉じるか、目がしら（鼻に近
い方）を軽く押さえましょう。

3）目からあふれた薬液は、清潔なガーゼやティッシュで拭き
取りましょう。

⑤ 使用した後は、薬液が漏れないように キャップをしっかり
締めましょう。

子どもに合った目薬を使用しましょう

右表：社団法人 東京医薬品工業協会点眼剤研究会 大阪医薬品協会 点眼研究会作成「目薬の使い方」 より引用
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